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した。出生前ステロイドは投与される前と投与後 2日目、8日目の 3点で計測し、それぞれ one-way ANOVA、
Tukey-Kramer法で有意差を検討した。統計解析はすべて JMP 10.0.2 (SAS, Cary, NC, USA, 2013)を使用した。 
結果：シミュレーション実験では各実測された真値に対し推定脈圧は強い相関を示した（r=0.99, p<0.01）。
計測を行った正常ヒト胎児 98例のうち 80例でデータ解析が可能であり、脈圧は妊娠週数に相関し増加する傾
向がみられた（PP=0.814×W-11.371, r=0.74、P<0.01）(PP; 脈圧, W; 妊娠週数)。出生前ステロイドを投与
されたヒト胎児 21例はそのすべてでデータ解析が可能であり、投与後 2日目だけ脈圧が上昇していることが
明らかとなった（one-way ANOVA, p<0.01）。 
結論：water-hammer式からなる脈圧推定法は実測真値とよい相関があり、実際のヒト胎児でも計測可能な方
法である。これまで臨床ではヒト胎児において血圧計測という概念はなかったが本研究の手法を用いて今後は
新たな知見を見いだせる可能性がある。 
 
